
Power Point の使用法３ 

 
Power Point を使って、昨年末に提出していただいた課題レポートの結果を発表します。 
 
まず、課題内容の確認ですが、次のような問題でした。 

問 将来の就職先を決定するにあたり、基準として(1)将来性、(2)給料、(3)福利厚生
を考えました。また、就職先の候補としては、(1)公務員、(2)一般企業、(3)起業（自
営業）があります。この問題を階層図にしたものが下の図です。この階層図をもとに

次のことを実施しなさい。 
 
① 評価基準の一対比較と各評価基準からみた各代替案の一対比較 
② 一対比較表から各ウェイトの算出 
③ 評価基準のウェイトと代替案のウェイトを掛け合わせた総合ウェイトの算出 
④ 総合ウェイトの円グラフ化 
 
以上の結果を表 23や表 24のような一対比較表と表 33に相当するウェイトの表、

および総合ウェイトの円グラフにまとめ、レポートとして提出しなさい。なお、レポ

ートには表紙をつけること。 

 就職先の決定 

将来性 給料 福利厚生 

公務員 一般企業 起業（自営業）
 



その結果を次の表とします。 
 
表１ 評価基準のウェイト 
評価基準のウェイト 将来性 給料 社会保障 積 幾何平均 ウェイト 

将来性 1.00 0.20 0.33 0.07 0.40548 0.110449

給料 5.00 1.00 0.33 1.67 1.185631 0.322955

社会保障 3.00 3.00 1.00 9.00 2.080084 0.566596

    幾何平均の和 3.671195  

 
表２ 各評価基準から見た各代替案のウェイト 
将来性 公務員 一般企業 起業(自営業） 積 幾何平均 ウェイト

公務員 1.00 0.20 3.00 0.60 0.843433 0.217846

一般企業 5.00 1.00 7.00 35.00 3.271066 0.844867

起業(自営業） 0.33 0.14 1.00 0.05 0.36246 0.093618

    幾何平均の和 4.476959  

給料 公務員 一般企業 起業(自営業） 積 幾何平均 ウェイト

公務員 1.00 0.20 0.20 0.04 0.341995 0.088332

一般企業 5.00 1.00 0.33 1.67 1.185631 0.306231

起業(自営業） 3.00 3.00 1.00 9.00 2.080084 0.537254

    幾何平均の和 3.60771  

社会保障 公務員 一般企業 起業(自営業） 積 幾何平均 ウェイト

公務員 1.00 3.00 7.00 21.00 2.758924 0.712589

一般企業 0.33 1.00 5.00 1.67 1.185631 0.306231

起業(自営業） 0.14 0.20 1.00 0.03 0.305711 0.07896

    幾何平均の和 4.250266  

 
表３ ウェイトの総合化 
  将来性 給料 社会保障 評価基準のウェイト 総合ウェイト 

公務員 0.22 0.09 0.71 0.10 0.263132214

一般企業 0.84 0.31 0.31 0.64 0.362641831

起業(自営業） 0.09 0.54 0.08 0.26 0.372422196

 
また、総合ウェイトを円グラフに表したものを図１に示します。 
 
 



総合ウェイト

公務員

一般企業

起業(自営業）

 
図１ 総合ウェイトのグラフ 

 
これらの結果を Power Pointに貼り付けていきます。 
まず、Power Point を起動します。 

 
 
新しいプレゼンテーションのボックスをオンにして、OKします。 



 
 
ここで、スライドのレイアウトを選びます。まず、タイトルを書きましょう。 

 
次に、階層図を描きます。新しいスライドを開くために、メニューバーの挿入の中の新し



いスライドをクリックしてください。 

 
 
次のスライドは、これを選びましょう。 

 
タイトルは、「階層図」にします。 



 
 
次に、自分の課題レポート（Wordファイルまたは Excelファイル）を開きます。 

 
 
階層図を選択し、右クリックでコピーを選びます。その後、Power Pointに戻ってスライド



上で右クリックし、貼り付けを選びます。 

 
 
すると、階層図がコピーされますが、スライドに対して少し小さいので、サイズを変更し

ます。 

 



図の上で、クリックすると図の４方に四角いマークが出ます。この４方のうちどれか一箇

所をドラッグして、スライドいっぱいに図を拡大しましょう。 

 
 
次は、一対比較の表を作ります。先ほどの手順で、新しいスライドを広げてください。次

のスライドのタイトルは、「評価基準の一対比較」にします。再び、自分の課題レポート（Word
ファイルまたは Excel ファイル）を開きます。評価基準の一対比較行列を選択肢、右クリ
ックでコピーを選びます。 

 



階層図の時と同様に、スライド上に貼り付けます。貼り付けた画像が小さいので、これも

スライドいっぱいに拡大します。 

 

 
ところが、貼り付けた図を拡大すると字が荒くなり、非常に見にくくなってしまいます。

そこで、表の中でダブルクリックをし、 

 
Excelのウィンドウを開きます。ここで、フォントのサイズを 16に変えてみてください。 



 

 
その後、スライド上でどこかをクリックすると、字が大きくなって先ほどよりも見やすく

なると思います。 

 
 
でも、これでも少し体裁が悪いと感じる人は、Excel をコピー&ペーストするのではなく、
Power Pointの表作成機能を使って、表を作ることもできます。練習してみましょう。再び
新しいスライドを開きます。今度は、先ほどとは違うレイアウトのスライドを選びます。 



 
 
「ダブルクリックして表を追加」とでますから、アイコンをダブルクリックします。する

と、表の挿入というウィンドウが開きます。７列４行の表を作りたいので、列数と行数を

変えて OKをクリックします。 

 
 



表の体裁を整えながら、言葉と数値をタイプしていきます。 

 
 
もし、表中の言葉を縦書きにしたい場合は、その言葉を選んで反転し、右クリックで罫線

と塗りつぶしを選びます。 
 

 
 



タブでテキストボックスを選び、「セル内でテキストを縦書きにする」にチェックを入れ

OKします。 

 

 
体裁よく表を書き上げてください。 

 



このようにして、あと４つの表をつくります。 
 
最後に、総合ウェイトのグラフを貼り付けます。階層図の時と全く同じです。自分の課題

レポート（Wordファイルまたは Excelファイル）を開き、円グラフを選択してコピーしま
す。新しく開いておいたスライドの上に貼り付けて、大きさを整えます。 
 
このとき注意して欲しいのは、エクセルで作ったグラフエリアには輪郭（枠）があるとい

うことです。輪郭があるままコピーすると体裁が悪いので、Excel上で先に輪郭をなくして
おきます。 
まず、グラフエリア上でダブルクリックすると、グラフエリアの書式設定というウィンド

ウが開きます。パターンというタブをクリックし、輪郭の中の「なし」というところをチ

ェックしてオンにします。OKすると、グラフエリアの輪郭が消えます。 

 
 
これをコピーして、スライドに貼り付け、大きさを整えます。 



 
 
 


